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い
つ
も
の
よ
う
に
ア
ト
リ
エ
Ｊ
ｅ
︱

ｔ
ｅ
ｅ

に
入
る
と
、
す
で
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ピ
ア
ノ
ソ

ロ
が
流
れ
て
い
る
。
音
量
は
小
さ
い
が
、
部
屋

の
隅
々
に
ま
で
行
き
届
く
よ
う
な
鳴
り
方
だ
っ

た
。
深
窓
の
令
嬢
が
隣
り
の
部
屋
で
弾
い
て
い

る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
音
が

漂
っ
て
い
る
。

　

本
当
を
言
え
ば
、
ス
ピ
ー
カ
ー
は
す
で
に
中

央
に
セ
ッ
ト
し
て
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
音
が

出
て
い
る
こ
と
は
明
白
だ
。
ド
イ
ツ
生
ま
れ
、

ロ
レ
ン
ツ
の
キ
ン
グ
ダ
ム
だ
と
い
う
。

　

音
が
空
気
に
し
っ
か
り
馴
染
ん
で
い
る
よ
う

な
印
象
な
の
は
、
特
徴
あ
る
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

0m
ni D

irectional（
無
指
向
性
）と
書
か

れ
た
単
体
ユ
ニ
ッ
ト
を
見
る
と
、ハ
イ
ハ
ッ
ト・

シ
ン
バ
ル
の
よ
う
な
拡
散
プ
レ
ー
ト
が
あ
り
、

２
枚
の
隙
間
か
ら
全
方
位
に
高
音
が
出
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ュ

ア
の
上
部
に
仕
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
っ
た
く
関

係
な
い
が
、
こ
れ
を
見
て
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
の
３
６
０
度
展
望
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン

グ
の
外
観
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
首
都
高
か
ら
見

上
げ
る
だ
け
で
、
行
っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
け

ど
ね
。

　

さ
て
岡
田
さ
ん
は
キ
ン
グ
ダ
ム
が
苦
手
と
思

え
る
ビ
ー
ト
の
き
い
た
音
楽
を
手
始
め
に
か
け

て
い
く
。

　

最
初
の
ス
テ
ィ
ン
グ
「
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
」
で
、

ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た

が
フ
ル
レ
ン
ジ
も
か
な
り
い
け
る
こ
と
を
知
る
。

ベ
ー
ス
の
反
応
が
速
い
。
単
純
に
音
場
空
間
浮

遊
型
ス
ピ
ー
カ
ー
と
決
め
つ
け
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　

元
ち
と
せ
「
ワ
ダ
ツ
ミ
の
木
」
の
声
も
し
っ

か
り
前
に
出
て
く
る
。
よ
く
オ
ー
デ
ィ
オ
の
評

価
に
言
わ
れ
る
「
口
の
サ
イ
ズ
」
は
、
最
先
端

機
器
の
よ
う
に
カ
チ
ッ
と
締
ま
っ
て
い
な
い
が
、

変
に
肥
大
も
し
て
い
な
い
。
フ
ワ
ッ
と
楽
に
聴

か
せ
る
と
こ
ろ
が
好
ま
し
い
。

　

高
音
質
録
音
の
ア
ラ
ン
・
パ
ー
ソ
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ア
イ
・
イ
ン
・
ザ
・
ス
カ
イ
」
は

近
寄
り
が
た
い
エ
ッ
ジ
の
き
い
た
録
音
だ
が
、

リ
ス
ナ
ー
を
包
み
込
ん
で
い
く
感
じ
が
す
る
。

　

実
は
こ
こ
ま
で
は
、
粗
探
し
試
聴
と
い
っ
て

い
い
。
い
よ
い
よ
本
領
を
発
揮
す
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
移
る
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
タ
ニ
ク
リ
フ
の
無
伴
奏
チ
ェ

ロ
。
響
き
が
深
々
と
し
て
い
て
、
こ
れ
は
も
う

気
持
ち
い
い
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
無
指

向
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
が
、
あ
た
か
も
教
会
の
よ
う

な
た
っ
ぷ
り
し
た
空
気
感
を
醸
し
出
す
。
す
ぐ

続
い
て
ホ
ー
ル
の
情
景
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う

な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
も
ま
た
同
じ
よ
う

に
よ
か
っ
た
。

　

最
後
に
か
か
っ
た
ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
の
ラ

イ
ヴ
は
、
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
の
前
方
で
は
な
く
、

後
ろ
の
ほ
う
で
ゆ
っ
た
り
と
何
か
を
飲
み
な
が

ら
白
熱
の
演
奏
を
聴
く
雰
囲
気
。
大
人
の
音
。

　

確
か
こ
の
連
載
で
８
年
前
に
も
ロ
レ
ン
ツ
を

聴
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
部
屋
の
空
気
を
味

方
に
つ
け
た
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
感
や
余
韻
」
と

書
い
た
が
、
格
調
高
い
そ
の
味
わ
い
は
ま
っ
た

く
同
じ
傾
向
だ
と
思
っ
た
。
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部
屋
の
空
気
に
音
が
馴
染
ん
で

ホ
ー
ル
の
情
景
が
浮
か
び
出
す
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのヴィンテージオーディオ

ヴィンテージといえば、アルテックやタンノイなどが誌面に取り上げられる
機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を並べる、他の多くのブラン
ドがあったことを知る人は少ないだろう。ビンテージ・ショップ「アトリエJe-
tee」では、音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのヴィン
テージ」を数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている製品
を中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。今回はドイツ、
LORENZ（ロレンツ）社のスピーカーシステム「Kingdom」を紹介しよう。

LORENZ第36回

ドイツの音響機器メーカーで、真空管やアンプ、スピーカー、ラジオを戦前から
生産していた。50年代になって正式に社名を LORENZ とし、北米や英国の
市場にかなりの数が輸出されていた。有名なのは英国 Parmeco 社製 
38cm コアキシャルユニットを搭載した BBC LS-1モニタースピーカー。ここに
同社のトゥイーター LPH-65が搭載されている。

LORENZ

Kingdom
1950年代の後期に北米市場を目的として開発されたモデルで、４本足の密閉型キャ
ビネットに30cm ユニットと円盤形のイコライザーを使ったトゥイーターを搭載した２ウェイ
システム。ネットワークは使わず、トゥイーターのみをコンデンサーでカットして、ウーファー
とパラレル駆動させている。トゥイーターの円盤形のイコライザーは360度方向をカバー
しているため、小柄ながら広がりのある空間演出がとても自然で、上質なサウンドが聴け
るシステムである。

「LP-312 woofer」。フルレンジに近い30cm口径の同社の主力ユニットで、LPH-65 
トゥイーターを搭載した同軸型ユニットにも同じタイプが採用されている。紙のシングルコー
ンでエッジ部分のサスペンションが３段になっていて、豊かな低音再生を可能にしている。
初期型と後期型があり、このシステムにはセンターにサブコーンを搭載した後期タイプ
が採用されている

「Omni Directional tweeter」。湾曲した２枚の金属製の円盤がイコライザーと
して採用されている。中心部分にトゥイーターユニットが上向きに装着。このダイ
アフラムはフェノリック製樹脂で形成されており、耳障りのやわらかい滑らかな音
質を生み出している

ウーファーコーンに社名の
LOENZのロゴマーク 

Kingdomを正面から見たところ。箱の上部のキャビネットとサブ天版の隙間に円
盤形のイコライザーが見える。箱の材質は響きの良い米マツ合板で構成されてい
て、足も木製である

Kingdom後面の内部。キャビネットのほぼ中央に30cmユニットが搭載されており、
トゥイーターはイコライザーユニットの中心部分に上向きに装着されている


